
       

 

 

―進路講演会「あはきと私」治療家として心がけた３つのポイントー 

６月 23日（金）３、４校時、北川忠司氏（昭和３６年度理療科卒業、北川治療院

院長、同窓会会長）による進路講演会を行いました。先生が治療の上で大切にされて

いることとして、人間性、技術、ハンデを補う工夫などのお話が中心でした。講演後

も理療科の生徒から多くの質問が寄せられ、技術面についても具体的にご指導いただ

き、皆の励みとなる貴重な講演会になりました。 

 

 

7 月 7日(金)に人権教育講演会が行われ、前半は、講師の笠本明里さんからパラリン

ピックに出場した経験を踏まえて講演があり、目標に向かって努力することの大切さを

学ぶことができました。後半では、パラリンピックに出場したことのある３名の教職員

を加えて、パラリンピックについてのパネルディスカッションが行われました。 

 

 

７月 10日（月）５、６校時に中学部のサマーハッピーデイが行われました。プール

でのゲ―ム大会は、「浮き島落としゲーム」から始まりました。プールに浮かべた「浮き

島」の上に乗ったＡチームの生徒達をＢチームの生徒たちが揺らしたり水をかけたりし

て落とそうと大騒ぎでした。「じゃんけん列車ゲーム」で楽しんだ後、体育館に移動し、

みんなで各自好みのアイスクリームを食べて、ほっとひといき・・・この行事は、企画

から運営まで中学部生徒会が行いました。雨の心配をすることもなく楽しいひとときを

過ごしました。 

 

 

 

7 月 12日（水）に幼小学部恒例のなかよし会がありました。今回のなかよし会は野外炊事！！ みんなで作っ

たじゃがいもやにんじんを使用して、カレーライスを作りました。幼稚部年少さんから小学部６年生の子どもたち

を縦割りのグループにして他学年交流も図りました。役割分担を決める際は、高学年が中心となって話し合いを進

めていました。みんなで「カレーライス」の歌を歌って、気分は最高潮！！野外炊事の開始です。お米や野菜を洗

ったり、皮をむいたり、切ったりしました。最初はドキドキしながら、ピーラーや包丁を使用していましたが、

徐々に慣れてきて、「自分でやってみる！！」と、一人でできる子どももいました。下準備ができたら、お鍋に野

菜やお肉を投入です。炒めて、煮込んで、中庭はおいしいカレーのにおいでいっぱいになりました。煮込んでいる

間に、お片付けも頑張りましたよ！！ ちょうどお片付けが終わった頃、いい感じにカレ

ーもできあがり、さぁ、いよいよ「いただきます」です。自分たちで作ったカレーライス

は絶品で、「おいしい～」という声があちこちで聞こえてきました。何杯もおかわりする子

どももいて、お腹いっぱいいただきました。カレーライスを食べた後は、野菜鉄砲（空気

鉄砲）をして楽しみました。子どもたちは「ポン！！」といって、野菜が飛び出していく

音が楽しかったようです。野外炊事に野菜鉄砲。子どもたちの楽しい声でいっぱいのなか

よし会でした。これからも、子どもたちがなかよし会を通して、様々な体験ができればと

思っています。 
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